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はじめに
　東京外国語大学・海外事情研究所の皆さま、
お招きまことにありがとうございます。
　私は香港の政治の研究をしておりまして、香
港の新聞を読むのを日課にしております。かれ
これ25年ばかり、毎日、読んではメモをすると
いうのを仕事の一環としてずっとやってきてお
りますので、恐らく世界でも最も香港の新聞を
読んだ人間の一人と思っております。このよう
な形で、香港の非常に重要な時期の、貴重な
新聞のコレクションを、こうして東京にお送りい
ただけたということは、香港研究を行う者としま
しても非常にありがたい、うれしいことです。寄
贈者の野上さんに深くお礼を申し上げます。

　このコレクションの意義について、私の考える
ところを話してほしいというご依頼をいただき
ました。今日は四つのことを中心にお話ししよ
うと思っております。まずは、ともかく今回のコ
レクションが香港の激動の時代の記録であると
いうことです。2019年から2021年という、香
港の歴史の中で最も重要な同時代の記録であ
るということ。そして、『蘋果（リンゴ）日報』と
いう、既に消えてしまった新聞がコレクションに
含まれていること。そして紙媒体として新聞が
東京にあるということが、どういうような意義が
あるか。そして、さらに日本でこういったような
研究拠点があるということも重要ではないかと
考えております。
　なお、これは香港の新聞に実際に載っていた
マンガです。2021年の7月2日ですから、この
コレクションでは最後のほうということになるで
しょうかね。『坊や、これからは学校に行くとき
には習近平主席の写真をかばんに入れていき
なさい。そうすれば警察に会っても逃げないで
済むから』というふうに書かれている、子どもの
何ともいえない表情が非常に印象的です。掲
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載されたのは『明報』という新聞で、コレクショ
ンの一部をなしています。黄照達さんという漫
画家の方の作品ですが、こうしたマンガもだん
だん載せられなくなっていく時代というのが、こ
の時期に当たるわけでございます。

1. 香港激動の時代　2019-21
　まずは香港の激動の時代ということですね。
香港の民主の女神像、これは私が自分で撮って
きた写真ですけども、2019年の9月に香港中
文大学に置かれました。この像は香港の方は
みんなご存じの像ですが、しかし香港では、今、
この像を置いたらやばいですね。この像自体、
既に取り壊されています。こんないでたちをし
ていますが、女神なんです。ゴーグルをして、
ガスマスクをして、ヘルメットをかぶって、傘で
武装をしている。こういったような女神が象徴
になるような、非常に激しい時代だったというこ
とを表している像です。
　2019年の6月、コレクションのスタートの時
期は、本当に香港の歴史の中でも重要な時期
でした。さまざまなデモがあったということは、
野上さんにかなりお話をいただきましたので繰
り返しはしませんが、一つ重要なことは、このと
きは、この後一体どういうふうに展開していくの
か、恐らく誰も分からない状態だったということ

です。6月9日に大きなデモが起きることは、
少なくとも直前に私は、あるいは香港の人は皆
分かっていた。ただし、どのような規模になる
か。そして、その後どうなるか分からないといっ
たところでした。
　前日の6月8日の晩に、私は日本のアジア研
究や中国研究の先生がたと話す機会がありま
した。そこで「明日、香港、大変なことになりま
すよ」みたいなことを私が話しても、「え、何が
あるの」という感じで、みんな知らないんです。
明日、恐らく香港では大変なデモが起きるだろ
うということは、この直前まで日本ではほとんど
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黄照達による漫画、2021.7.2『明報』掲載
https://fs.mingpao.com/pns/20210702/s00046/e2278c8ebeb5533b58c5eee8f6f28b15.jpg

「香港の民主の女神」像
（2019年 9月2日、香港中文大学にて倉田撮影）
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誰も気にしていなかった状態でした。
　この6月9日のデモ以降は、巨大なデモ
の繰り返し、さらに、いわゆる過激化をして
いくような抗議活動も半年ばかり続くわけ
ですから、そこからは日本は上から下まで、
メディアも政界もみんな含めて、大変注目
をしたわけですが、その前の部分というの
は本当に誰も分からない状況だった。その
ように、香港というのは常に注目されてい
たわけではない場所です。そこをちゃんと
記録した新聞は非常に重要ではないかと
思います。
　この抗議活動は、過激化をして、いろいろな
犠牲も出し、放火事件なども起こします。しか
し確実に言えるのは、この抗議活動は結果的に
少なくとも2019年の段階においては、いくつも
いわゆる成果を収めて、勝ち取るべきものを勝
ち取っている部分があるということです。
　さまざまな行動がありましたけれども、主に
街頭、議会、国際という三つの戦線、フロントラ
インで戦われたと言われます。そのいずれの
戦線を見ても、少なくとも2019年の段階では、
相当程度、香港の市民運動、あるいは民主派の
動きというものが、それまででは考えられない
ような成果を収めている。
　まず、街頭のデモや集会を繰り返した結果、
逃亡犯条例の改正案という大問題になってい
た法律は撤回に追い込んでいるわけですね。
2019年の9月です。この時点では、これは勝
利だというふうには誰も認識しなかったのでは
ありますけれども、少なくとも香港政府が必死
になって進めていた法律を撤回に追い込んだ
ということは言える。
　そして、2019年の11月には、香港区議会議
員選挙での民主派の圧勝がありました。投票
率が71パーセント。それまでは過去最高が
47パーセントだった選挙が、突然71パーセン
トの投票率になり、実際に投票日に私は香港

におりましたけれども、投票所に大行列ができ
てるわけですね。この場面というのは、私が人
生で見た中でも一番感動した場面の一つです。
あの、政治に関心がない、金もうけにしか興味
がないと言われていた香港人が、こういったよ
うな形で民主主義に向かっていくんだという。
教科書でしか見たことのない民主化というもの
が目の前に現れたということで、私も20年、香
港政治、研究してきてよかったなと思った瞬間
です。この選挙で民主派が圧勝した。
　それから、もう一つ、国際戦線ですね。これ
は論争性があるところです。香港人が星条旗
を振ってデモを起こしたわけですね。これにつ
いてはどうも不思議だ、あれは中国を怒らせる
だけだったんじゃないかという声がいっぱいあ
ります。ただ一つ成果があったとすれば、それ
によってアメリカも実際、動かしたということで
すね。アメリカの議会で「香港人権民主主義
法」という法律が2019年11月に成立をしてい
ます。この法律にはトランプ大統領が署名をし
ています。トランプという人は、皆さんご存じだ
と思いますが、人権とか民主主義とかに興味は
ないですね。この人は香港でデモが起きた最
初の頃は何と言っていたか。2019年の8月ま
では、あの暴動は中国が自分で片付けろと言っ
ていたんです。そういう人が、どうしてこの「香
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投票所にできた行列
（2019 年11 月24 日、屯門地区にて倉田撮影）
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港人権民主主義法」に署名したか。それはアメ
リカの議会が共和党も民主党も問わず、全会一
致でこの法律に賛成したからです。これは結局、
香港人が星条旗を振って一生懸命訴え、アメリ
カへロビーをした一つの成果で、香港人の力で
トランプを動かしたということです。したがって、
星条旗を振るデモをしたのは、香港人がトラン
プの個人的ファンだからとか、超親米だからと
いうことではないと思います。戦略としてアメリ
カを巻き込もうとして、実際、巻き込んでしまっ
たということです。
　香港という、東京都の半分しかない、700万
人しかいない場所が、これだけのことをできる。
中国の、あの習近平体制を相手にしてこれだけ
のことができたというのは、とんでもない成果で
ありまして、それほどの抗議活動があったという
ことですね。2019年の秋、11月頃というのは、
この運動のクライマックスと言っていいと思い
ます。実際この頃私は、「一国二制度」という
体制はこの出来事を消化できるようにできてい
ない、これは体制の危機である、この後どうな
るか分からないということを申し上げていたわ
けです。
　ところが、この先というのは急速な北京から
の反撃が来るわけですね。「香港国家安全維
持法（国安法）」です。習近平さんという人は、
問題が起きていて、どんどん大きくなる間という
のは全然動かないわけですが、何か問題が極
端なところまでいくと、突然、政策方針を決めて
極端なことをやるんですね。コロナの対策も、
皆さんご存じだと思いますが、ゼロコロナだと
言い続けて必死になって中国人を家に閉じ込
める。それが限界に来た途端に、180度転換
して、あらゆる防疫措置をしなくていいというこ
とになって、1カ月で変えてしまった。
　そのときと非常に似たことが香港についても
起きます。習近平さんは、ずっと手出しできな
かったんですね。香港のデモに半年間、ろくな

手は打てていない。せいぜい共産党の幹部が
口で何か言うだけでした。ところが、突然の発
表がありました。全国人民代表大会（全人代）
というのは本来毎年3月開催ですが、この年は
コロナで2カ月遅れていました。開催前日の
2020年の5月21日の会見で、明日からの全
人代の議題に香港版の国家安全法の審議が入
りますと発表されて、これでみんなびっくりした
のです。その直前までおくびにも出さなかった
ことですので、いきなり何が起きるんだと。そ
して、その後いきなり5月22日に草案を発表し
て、5月28日には採択をしてしまって、いろい
ろなことを取り締まるぞと言い出した。
　その後、詳細な法律の作成は全人代常務委
員会に託されました。全人代というのは年に1
回しか開きませんので、全人代の下に常務委員
会というのがありまして、そこでも法律が作れる
ようになっているのです。この常務委員会は通
常は2カ月に1回開きます。新しい法律を作る
ときは、通常は常務委員会で3回審議します。
つまり、2カ月に1回の会議を3回ですから、普
通半年かけるんです。半年かけて新しい法律
を揉んで出す、これが中国の法律の作り方の通
常のパターンです。ところがこのとき中国は何
をやったかというと、6月に全人代常務委員会
を18日から20日、28日から30日と2回開く
んです。2カ月に1回のものを月2回に変えた
わけです。しかも、その2回だけで、6月30日に

「国安法」が完成しましたと言いました。
　ところが、6月30日は「国安法」ができたと
いうニュースが朝出たのですが、その瞬間は条
文が発表されておらず、どんな法律か誰も分か
らない状態でした。法律ができたというんです
けど、法律の中身は分からないんです。一体何
が書かれてるかが分からない法律ができてい
る。その法律は中国が作った法律ですから、こ
れを香港に適用する手続きが必要です。その
手続きをその日の午後にやって、6月30日の

激動の目撃者の言葉を残す



91

夜11時に香港で適用しますと言った瞬間に、よ
うやく条文を公開したのです。つまり、誰も知
らなかった法律でしたが、皆が条文を知った瞬
間には、既にこれが施行されてるという状態。
中国の歴史の中でも、こんな立法過程というの
は例がないそうです。非常に極端な対応でし
た。つまり、極端な香港の抗議活動と極端な北
京の反撃、その往復があったのが、この時期と
いうことになります。
　「国安法」の中身に関しては色々なところで
議論されていますから、細かいお話は避けます
けれども、実は「国安法」の第4条には人権を
保護すると書いてあります。ただし、国家の安
全が人権より優先されるという意味になること
が、第2条に書いてある。これで事実上、人権
保護に関する内容というのは骨抜きになってい
ます。その中で、さまざまな思想統制、あるい
は罪もいろいろ定められてますけれども、何を
やったら捕まるかが、読んでもよく分からない
のです。6月30日にこの法律が出た瞬間、私
も読みましたし、香港の弁護士たちも読みまし
たけれども、読んでも意味が分からない。読み
解けない。見たこともないような法律が出てき
たというのが、多くの人の感想でした。何が起
きるか分からないということですね。しかも「国
安法」は外国にも管轄権があるんですね。外
国人が外国で「国安法」を犯しても罪に問うと
書いてありますので、私がここで発言するのも
理論的には罪に問われ得るのです。「国安法」
は「宇宙法案」とも言われました。火星人が火
星で犯しても罪に問うという話ですけれども、そ
のぐらいに極端な法律ができてしまったという
わけです。
　そういった中で、当たり前に存在していた組
織がどんどん消えていきます。抗議活動はもち
ろんなくなる。加えて、さまざまな組織、社会団
体については、香港の、喩えるならば日教組の
ような組織とか、あるいは大きな政治団体に当

たるものもどんどんなくなっていきます。とにか
く、この間本当にわれわれはジェットコースター
に乗っているような日々で、一体何がいつどう
やって起きるか分からなかったわけです。そう
いったような時代が記録されている。これがコ
レクションの時期ということになるわけです。

2. 消えた蘋果日報
　中でも消えたものとして、やはり新聞であれば

『蘋果日報』についてお話をしたいと思います。
『蘋果日報』のお話をする前に、そもそも香港
はアジアの情報センターであったということは
非常に重要なポイントだと思います。戦後、冷
戦の時代、香港はイギリスの植民地であったわ
けです。植民地といいますと、当然、強権統治、
人権無視、弾圧といったようなこと想像いたし
ますが、香港は植民地でありながら自由都市と
いう言われ方をしてきた非常に稀有な存在で
すね。
　なぜ、そんなことが起きたのか。まず一つに
は、香港は冷戦の最前線に置かれていたとい
うことがあります。北には中国共産党の政権
が存在をしている。そして、東の海の上には中
国国民党の台湾の政権が存在をしている。そ
の双方に関係しているメディア、あるいは政治
組織が、香港にも拠点を持っているわけですか
ら、いわば両方の勢力が角を突き合わせてい
るような、そういう土地が香港だったわけです。
当然、イギリスは西側諸国にありますので、ここ
は共産党を弾圧して国民党側についてというこ
とを想像される方が多いかと思いますけれど
も、むしろ最近の香港研究で重視しているのは
香港の中立性です。
　イギリスは確かに植民地として香港を持って
いる。しかしながら、第二次大戦後、世界が脱
植民地化をしていく、大英帝国もどんどん撤退
をしていく時代ですので、香港というのも非常
に孤立した小さな存在にすぎない。イギリスは
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宗主国といっても持っている権力というのは非
常に限られているわけです。その中に住んで
いる住民は、共産党寄りもいれば国民党寄りも
いますから、どっちの住民をひいきしても相手
側から怒られるわけですね。共産党に味方を
すれば国民党側の人が怒る、国民党に味方を
すれば共産党側の人が怒りますので、そういっ
た意味では下手なことができない。共産党も
弾圧し、国民党も弾圧し、ほどほどに抑え込む。
だけれども両方とも一応生きていけるようには
しなければいけない。外の脅威、北京や台北
から怒られることを考えますと、何もしたくない
というのがイギリスの本音ですね。
　ですので、共産党寄りの人がプロパガンダ
をしても国民党寄りの人がプロパガンダをして
も、弾圧はそこそこにしておく。基本的には両
方のプロパガンダの本や新聞が少なくとも売
られている、流通している状態になります。新
聞スタンドに行きますと本当に立場の違う新聞
が、わあっと並んでいるわけですよね。これは
香港の街角風景の一つだと思います。加えて
香港は閉ざされた中国と隣接をしていて、毛沢
東時代、そこから人が流入もしてくるし、情報も
入ってくる、それをさまざまな形で伝えるメディ
アというものが発達をしていった。香港情報と
いうのは、日本語でもちょっと上の世代の言葉
ではあるわけですね。これは香港情報だけど
ねと言うと、うさんくさいんだけどという意味に
なるわけですけれども、現にちょっと真偽のほ
どがよく分からないという情報が多いわけです
が、そうはいってもさまざまな情報があるとい
うことです。香港のアメリカ総領事館というの
は世界で最も大きなアメリカ総領事館です。な
ぜ、そんな大きなものがあるかというと CIA が
いるからですね。そういったような人々がウォッ
チして中国を少しでも知ろうとする、香港はそ
んなようなアジアの情報センターだったわけで
す。

　従って、香港には鮮明に異なる立場の新聞
があるわけですね。左派系紙といわれる、中国
共産党がお金も内容も全部コントロールしてい
る新聞というのが主に3社ある。その中の『大
公報』と『文匯報』は、今回のコレクションにか
なり採録されているわけです。中立紙と言われ
る中でも『星島日報』、『東方日報』、あるいは『香
港経済日報』、この辺は、かなり政府寄りの側と
いうふうに考えていいと思います。中でも『星
島日報』というのは変節した新聞で、もともとは
国民党寄りだったんですね。ところが返還後の
香港に国民党寄りの立ち位置はありませんの
で、むしろ香港政府、共産党側にすり寄っていく
ということです。そして中立高級紙と言われる
のが『明報』とか経済紙の『信報』、この辺はよく

「セントラルの新聞」と言われたりもしますが、
セントラルの金融街で働く高給取りが読んでい
るような新聞。そして民主派寄りの大衆紙と言
われた『蘋果日報』ということで、同じ日に同じ
ことをまるきり違う角度から伝えるというわけで
すね。
　それを見ていると、日本の新聞を思い出しまし
て、安倍さんが撃たれた日は、全国5紙の見出しが
全部一字一句変わらない見出しになったということ
で、ちょっと話題になりました。一体何ですか、これは
新華社電ですかというような感じですけれども、
こういうことは香港では絶対に起きないわけで
すね。同じことが起きても必ず違う角度から伝
える新聞が出てきます。
　『蘋果日報』は、ユニクロのモデルにもなっ
たと言われているジョルダーノというファスト
ファッション会社がありますが、そのアパレル
企業の創業者であった黎智英氏が1995年に
創刊しました。1日1個リンゴを食べると、う
そにだまされないという。医者いらずというの
が本来の言葉ですが、それをもじったキャッチ
コピーで、何でもタブーなく言うぞというのが
方針です。ただ最初の頃は、『蘋果日報』と
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いう名前を言っても香港の人はみんな笑うよ
うな、どちらかというと扇情的な写真とか、ゴ
シップとかを売りにした大衆紙だったわけです。
ところが、立場ははっきりと反中国共産党だっ
た。これは2000年に江沢民国家主席が起こ
した事件の諷刺マンガです。この人、ちょっと
かわいいところがあって表情豊かだったんで
すね。香港の記者にちょっと挑発をされて怒り
狂って、おまえらは駄目だ、アメリカの記者のほ
うがよっぽど立派だみたいなことを言っている
わけです。それをマンガにして載せているわけ
です。
　今、「国安法」関係で裁判が行われて、まさ
に証言が行われているのですけれども、『蘋
果日報』は特に2014年の雨傘運動以降、政治
を中心とした路線に転換するのが社の方針に
なったということです。ですので、もう雨傘運動
以降の社会、香港のことを知ろうと思うと、本当
に真面目に知るために、逆に『蘋果日報』が必
要だということです。
　『蘋果日報』の最後は非常に突然のことで、

『蘋果日報』の幹部が2021年6月17日に突
然逮捕されます。「国安法」で定めた「外国と結
託した罪」だというのです。外国との結託とい
うのは、外国に制裁を求める記事を載せたと。
アメリカさん、助けてください、そういった記事
が罪に問われた。罪に問うと同時に経営をで
きなくなる術を打ってきます。資産を凍結する

んです。お金は持っていてもそれを引き出した
り動かしたりができなくなってしまうと、実際に
新聞を毎日印刷する、あるいは給料を払う、そ
んなことができなくなっていきますから、わず
か1週間で廃刊に追い込まれたわけです。発
行部数にして、長いこと多分香港で2位だった
と思います。日本で発行部数2位は、今、『朝
日新聞』でしょうかね。ですから、『朝日新聞』
が今日何か罪に問われて、1週間後になくなっ
ているということを想像してください。それほ
どの衝撃があったということですね。
　そして、ウェブサイトも閉鎖されました。『蘋
果日報』はもちろん香港の歴史ですので、多く
の人がウェブサイト上で何とか残そうというプ
ロジェクトはしていますけれども、今は残された
紙と、あとはデータベースにしか残ってないと
いう新聞ですね。その最終号というのを、私、
友達が確保してくれましたので手元に持ってい
ます。ネット上で見ましたら「超入手困難、香港

『蘋果日報』最後の新聞3980円」とオークショ
ンで出ていましたので、それだけ見ても、このコ
レクションがいかに貴重なものであるかという
ことがお分かりいただけるかと思います。
　とにかく猛烈な勢いで変化した。国境なき
記者団という国際 NGO がフランスにございま
す。日本でも報道されますが、毎年、世界の報
道の自由ランキングというのを発表しているわ
けですね。およそ世界190ぐらいの国と地域
が対象となっている、そういう調査ですけれど
も、香港はそこで2021年版、つまりは2020
年の状況を反映したものですけれども、全体で
80位という評価だったんです。すごくいいわけ
ではないけれども、真ん中より良いぐらい、まあ
まあ報道の自由があるかなという評価だったの
です。ところが、それが翌年、『蘋果日報』が
廃刊した後の2022年版の評価になりますと、
いきなり148位まで落ちるんです。たった1年
で報道の自由のランキングが68個落ちるんで

倉田　徹

『蘋果日報』、2000 年 10月28日。
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す。これは恐らく、このランキングが調査として
始まって以降、他に例がないと思います。世界
で最も急速な報道の自由の減退、それが恐らく
2020年から21年といった時期の香港が経験
した事態ですね。
　ですから、その記録がまさに今回のコレク
ションに含まれますので、その間にどうやって
論調が変わっていくかということも分かるわけ
ですけれども、これは単に香港の記録というよ
りも、世界で民主主義がどういう目に遭ったか。
それによってどういったことが、わずかな時間
で起きたかということをたどるために、後の世
においては絶対に必要な事例になるんじゃな
いか、そういうふうに考えております。

3. 紙の新聞の持つ「情報」
　次のテーマ、紙の新聞であることの意味です。
そもそも紙の新聞というのは、今は冬の時代で
すね。これは香港に限らず世界中そうだと思い
ます。日本でも、私の学生でも紙の新聞を読む
人はあまりいないですね。実際、私も先ほど申
し上げましたように香港の新聞、日本で毎日読
んでますとは言いつつも、紙の新聞ではないわ
けです。当然、その日に出た香港の新聞をその
日に読む手段というのはネットでしかあり得な
いわけです。しかも香港の新聞社というのは、
無料で全文を公開するということを早くから始
めました。ですから、私は1998年頃から毎日
ネットで香港の新聞を読むということになった
わけですけど、その頃は本当に画期的なこと
で、日本の新聞もまだ始めていなかったと思い
ます。タダで香港の新聞読み放題というのは
夢のようなことで、その恩恵を受けて私はどう
にか香港の政治を、ある意味、同時代的に研究
ができるようになったという幸運な世代に当た
るわけですけれども、今でもそうでして、少なく
とも廃刊していない『蘋果日報』以外の新聞の
1 国家安全維持条例案は3月8日に官報に掲載され、その後急ピッチで審議が進められた。3月9日・10日は、週末に終日

相当な部分は、無料でも読めますし、お金を払
えば全部読めるというのも多いです。
　例えば『明報』のサイトを見ますと、これは2
月3日です。メッシが香港に来たという、その
日の香港の『明報』の新聞のサイトです。また
大学に所属をしていれば、Wisesearch という
のは非常に有力なデータベースで、香港、ある
いは中華圏の新聞、雑誌を網羅している。これ
は私、残念ながら、高くて私の立教大学の図書
館に入れていないんですが、代わりに Factiva
というのがありまして、これはダウ・ジョーンズ
がニューヨークで出していて、世界中の新聞を
網羅している。こういうのは個人では当然無理
ですが、大学で契約している所がありますので、
それにつなげば記事もこうやって検索画面で見
ることができると。日々の研究を同時代的にや
る私の立場からいいますと、やはり、これに頼
る以外に方法がないわけです。
　しかしながら、それでもやっぱり紙の新聞は、
ある特定の価値を持っているというふうに思う
わけですね。一つは当然ながら、見出しやデ
ザイン、字体や色使い、そういったようなことで
す。そして、もう一つ面白いのは、香港ですと
インクとか紙質というのが経営のバロメーター
で、なんか紙が薄くなったなとか、印刷が汚く
なったなというようなことを、よくみんなで議論
して、『蘋果日報』は赤字なのではなどと言うこ
ともよくありました。
　もう一つ、これは紙の新聞の利点だと思うの
は広告です。香港の新聞というのは、厚みのう
ちの多分半分ぐらい広告が占めていると思い
ます。その広告というのは記事ではないですか
ら、データベースに載ってきませんね。ところ
が広告というのが、とても面白いんです。『大公
報』の2月3日の広告は、香港政府が「国家安
全維持条例」をこれから作ろうとしてますが 1、
それを全力で支持しますというふうに九龍総商
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会が出した全面広告。これは、ほとんどみかじ
め料みたいな、香港版パーティー券みたいなも
ので、これを出さないと政権からにらまれます
ので出すわけですけれども、こういうところに一
体誰が広告を出しているか、これはなかなか重
要な情報です。一方、『蘋果日報』の最後の号
は、広告が一つもないです。一つの広告も出て
ない新聞というのは、恐らく香港の新聞の歴史
上で極めて稀有なケースだと思います。載せら
れなくなったということですね。
　そうは言っても、『文匯報』に関していえば、
広告も含めた紙面そのものの PDF 版が、ネッ
トにあることは確かです。ただ、例えば『蘋果
日報』の広告では、面白いものを一つ、私、実
物を持ってきました。これは私の宝物なのです
が、2003年の7月1日、50万人デモが起きた

の臨時会議を開く異例のアレンジが採用された。9日の審議の際、管浩鳴立法会議員から、『蘋果日報』を所持することは
扇動罪になるかとの質問があり、これを受けて条例を担当する鄧炳強保安局長は、発行の時期を問わず、条例成立後は扇
動性の刊行物を所持していることが違法になると明言した。鄧炳強は同時に、長年保持していて、扇動の意図がないもので
あれば、それを理由に免罪を主張できるとも述べたが、元民主派の弁護士で、転向して親政府派となり、現在は政府の最高
諮問機関である行政会議のメンバーを務めている湯家驊は、疑われたくなければ『蘋果日報』を廃棄すべきだと述べたと報
じられている『信報』、2024年3月12日）。こうした状況下で、図書館や個人等が危険を避けるために歴史的な資料を廃棄
する動きが、香港で今後進む可能性はあるだろう。

日の『蘋果日報』の一面です。「街で会いましょ
う」というような、要するにデモに行きましょうと
いうのが見出しになっているわけですが、この
記事はデータベースにあります。ところが、重
要なのは、これにはおまけがついている。デモ
のポスタープレゼント、付録なんですね。付録
がどこにあるかって、一面と最終面の裏に二面
抜きであるんですよ。デモに行ったときにこれ
を持って歩きましょうという、「董建華は要らな
い」となっている。こういった情報は紙でしか
ないわけでして、データベースにもちろん残っ
ていないわけです。こういったようなものが見
られるのも紙の良さです。そういった意味で、
紙の新聞というのは重要だと思います。

4. 日本の役割

倉田　徹

2003 年 7月1日の『蘋果日報』の一面・最終面の裏は、デモで使えるポスターになっていた
（倉田所蔵）。
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　最後に手前みそですが、日本の香港研究が
持っている役割があるのではないかということ
です。香港研究というのは、日本には結構歴史
があります。香港研究だけで独立していたかは
別として、香港を研究するということは19世紀
から行われていて、日本最古の香港研究の書
籍ではないかと思われるのは、訳書ですけれど
も、『東洋における英国植民地政策』という本
が訳されていまして、その中に香港に関するさ
まざまな情報が入っています。この辺から、日
本人の香港への興味というのは尽きたことがな
いわけです。
　とにかく今、香港の状況というのは、もう話し
出すときりがないのですが、香港の中ではいろ
んなことができなくなってしまっているわけで
すね。それを一つ一つ挙げてくと一晩かかって
も話しきれないです。ただ、それをまとめてく
れているのが、香港中文大学の政治思想の専
門家の周保松先生という方が、フェイスブック
に昨年つぶやいた言葉ですけれども、とてもう
まく書いてある。これだけ読ませていただきま
すと、「歌う者は舞台を失い、映画を撮るもの
は上映する映画館がなく、マンガを描く者には
発表するプラットフォームがなく、文章を書く者
にはそれを出してくれる出版社がない。記者
をやる者はメディアを失い、読書が好きな人間
は多くの本が図書館から消えたことに気付く。
常識科目を教える先生には教えるべき常識が
なくなったことが分かる。大学生には学生自治
会がなく、労働者の権益に興味を持つ者には
労組がない。政治に志す者には政治に参加す
る権利がなく、皆のために自由を勝ち取ろうと
力を出したものが最初に自由を失っている。さ
らに分からないのは、無数の、この場所を家だ
と考えていた人間たちにとって、今や帰るべき
家がなくなったことだ。それはここを離れた人
にとっても、残っている人にとってもそうだ。そ
の後ヤツらは言う、これがすばらしい新香港だ

と。」というわけですね。香港はすっかり改造さ
れている。今まであったさまざまな物がなくな
るが、これが新しい、素晴らしい香港だという
のが現在の議論だということです。
　すなわち、もう香港の中ではある種の香港研
究ができなくなっているという深刻な状況があ
ります。今、逆に香港研究の拠点というのは世
界中に散っているんですね。イギリスにブリス
トル大学の香港史研究センター、あるいはカナ
ダはブリティッシュ・コロンビア大学、それから
トロント大学、あるいは台湾で昨年12月には、
大きなシンポジウムがあって私も行ってまいり
ました。この他、オーストラリアなどでも香港研
究の拠点を作ろうとしている。
　他方で、世界初の香港研究をテーマにした
研究組織と銘打って、2015年に誕生した香港
教育大学の香港研究アカデミーは間もなく閉
鎖するという話になっております。香港人が香
港を研究するのに香港ではできない、外に行く
しかないということですけれども、イギリス、カ
ナダ、台湾、あるいはオーストラリア、そういっ
た所で香港研究をやる人というのは主に香港
人です。香港から出ていった人たちが旗を振っ
ている、あるいは主力になっているというところ
が多いわけですね。そうなりますと、香港人で
はない人々が主力になっている海外における
香港研究の拠点というのは、やはり日本が最大
のものだろうと考えるわけです。
　その日本の香港研究というのは、厚い伝統が
あります。経済や文化の交流というのはずっと
続いてきました。また、もう一つは、香港は中
国であるという立場から考えますと、中国研究
が日本には分厚いものがある。加えて、香港の
映画、歌、ファッションやグルメ、そういったよう
なところから香港ファンになってくださったかた
がたが、本を手に取ったり、あるいは映画を見
に行ったりといったことに参加をしてくれるわけ
ですね。そして今はこの会場にも香港の方も
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お越しですが、日本語が分かる香港の方という
のもたくさんおられるわけですから、日本で香
港研究をやる方々が沢山いる。そういったよう
な人々の力を使って、そして今回の資料を使っ
て、香港の研究上の魅力を伝える。それが私
たちの使命だろうと考えております。
　また、今回のコレクションは、こういった研究
の用途で使うことももちろんですけれども、東京
外国語大学に置かれるということですので、や
はり教育という意味でも、ぜひ活用してほしい
と私は思っております。この中国語繁体字で書
かれた新聞をちゃんと解読できる人、あるいは
こういったものを読んでみたいと思う学生とい
うのは、外語大に沢山いるはずですので。実は
私も、立教大学の「アジア政治論」という授業で
一つ課題を出していて、紙の新聞を読んでこい
というのをやっています。切り抜きでもいいし、
紙の新聞をとっていない家が増えてきてますか
ら、データベースを使ってもいいけれども、ちゃ
んと紙の新聞のデザインがあるものを読んでみ
なさいと。そこでプロが整理した情報というも
のに触れるのがいかに重要なことか、ネット上
で自分の好きなものをつまみ食いするだけで
はなくて、整理された、選択された情報をちゃん
と系統立てて見る。そして、ある記事を見なが
ら隣の記事も目を向ける。こういったようなこ
とが、いかに頭のトレーニングに重要なことか。
忙しいサラリーマンはなかなか紙の新聞を広
げる時間がなくても、学生は時間があるわけで
すので、学生たちにはそういうことを根気強く
やってほしいなというふうに思っております。
　紙媒体の新聞が持つ情報が、教育や研究に
これからも生かされていくことを祈っておりま
す。というわけで私の話はここまでにしたいと
思います。ありがとうございました。
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